
2022年度 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2040

第４期中期目標・中期計画期間（2022-2027） 第５期中期目標・中期計画期間（2028-2033）

シンクタンクユニット全体
（未来構想会議）
（未来実装会議）

ELSIG

未来社会デザインG

デザイン実践G

DXデザインG

社会共創デザインG

未来社会デザイン統括本部 シンクタンクユニット ロードマップ

【目標・ビジョン】

●課題解決に向け、自然科学系や人文社会科学、デザインなど多様な領域の知により理想とする未来社会をデザ
インし、エントリポイントをはじめとする様々な社会的課題の解決やそのプロセスデザインを提案する
●データ駆動イノベーション推進本部や既存の学内組織と連携して、理想とする新たな社会モデルの提案、社会へ
の発信・共有を行い、社会全体の理解と共感を得て、一人ひとりが多様な幸せを得られる社会への変革に取り組む

2030年までの目標：

社会的課題の抽出を行い、
課題解決に資する施策を
取りまとめ、第４期中期目
標期間中に５項目以上を
政策提言として公表（第4
期中期目標）

2030年までの目標：

2030年までの目標：

2030年までの目標：

2030年までの目標：

2030年までの目標：

シンポジウム、フォーラム、展⽰会、セミナー等の開催（学外との共催含む）

理想とする未来社会及びプロセスのデザイン（根源的問い、デザイン実践等）

授業科⽬の開講など教育の実施

シンクタンクユニット／３研究ユニットの連携プロジェクト等実施

●提言案１,2,3

● 提言案４,5

 未来構想会議、未来実装会議に参加し、理想的な未来社会等のデザインに参画
 根源的問いから社会実装に⾄るまでのデザインを各グループが連携して実施
※３研究ユニットとの意⾒交換、連携を実施
（グループ間連携のイメージ）

社 会 共 創
デ ザ イ ン
グ ル ー プ

Ｄ Ｘ
デザイン
グループ

デザイン
実 践
グループ

未来社会
デザイン
グループ

E L S I
グ ル ー プ

根源的問い 社会実装

ユニット会議（目標共有・連携強化・課題共有・進捗確認等） ※適宜開催

勉強会実施（脱
炭素ユニット）
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